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[目的] 

我々は近年急激な進歩を遂げている有機ペロブスカイト太陽電池の性能に注目し、その性能向上の為に TiO2

緻密層の最適化の研究を行っている。前回の発表で Spray熱分解法（SP）と Spinコート法（SC）を比較する

と、SP の方が正孔注入に対するキャリアの障壁が優れている事を明らかにした。そこで今回は 1ステップ法で

最適化した SP 又は SC 膜を用いたデバイスを作製し、太陽電池特性にどのような影響が現れるのか検証する。 

[実験方法] 

 デバイスの作製は全て室温 20～25℃、湿度 20～30％の大気中で行った。まず、FTO に TiO2緻密層を SP と SC

の二通りの方法でそれぞれ成膜した。前者は Titanium diisopropoxide bis(acetylacetonate) 1ml/Ethanol 39mlの溶液

を作製し、450℃のホットプレート上に並べた試料に 0.2MPaスプレーガンで溶液を吹き付け成膜した。後者は

Titanium isopropoxide 1.5ml / Ethanol 7ml/ Hcl (35%) 0.1ml の溶液を作製し、スピンコートにより成膜した。尚、

両者ともで成膜後に電気炉 500℃でアニール処理を施し、膜圧は 60nmに調整した。その後の作製はすべて同

一条件のもと行った。TiO2緻密層表面に TiCl4処理を施し、500℃でアニール処理をした。その後 1stepSpinコ

ートによりペロブスカイト層 250nm、spiro OMe-TAD層 150~200nmを積層し、真空蒸着機により金を蒸着した。

作製した試料は太陽光シミュレータにより評価した。 

[測定結果] 

Fig.1 に SP と SC により作製したデバイスの太陽電

池特性と素子構造を示す。各パラメータを Table.1

に示す。SP と SCを比較すると、変換効率ηは SP

の方が 2％ほど高い結果となった。また Voc、FF は

ほぼ同一であるのに対し、Jscは SPが 21.8[mA/cm2]、

SCが 18.6[mA/cm2]と SPの方が高い値を示した。Rsh

に着目すると SP が二倍ほど高い値を示した。これ

らの差は SP により作製された TiO2膜の方が、SC

よりも漏れ電流による電流損失が少ない事が原因

であると考えられる。 

 

 

 

Table1 Parameters of J-V curves of made spin or spray 
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Fig.1 Light and Dark J-V curves of spin (red circles) or spray (blue circles) 

dense layer of perovskite solar cells. This specimen creates FTO/ TiO2 

dense layer/ CH3NH3PbI3 /spiro OMe-TAD/ Au.
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SC 18.6 1.02 0.68 13.0 
SP 21.8 1.03 0.67 15.0 
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